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近年、グラフェンのディラック電子性に由来していると考えられる性質が注目され

ている。我々は、量子ホール効果をはじめとする、強磁場下2次元電子系の挙動のデ

ィラック性について詳細を調べるため、低温、強磁場用のラマン散乱分光装置の開発

を行い、ディラック電子の電子物性の解明を目的とし、研究を行っている。 

現在までに、大口径無冷媒超伝導マグネット用測定装置を用いた6 Tまでの磁場下

ラマンスペクトル測定装置の開発を行った。また、物性用超伝導マグネット用装置中

およびハイブリッド磁石を含む大型マグネットでの使用が可能である小型分光ヘッ

ドの2種類の測定系を作製し、これらを用いた基礎測定を行っている。 

図1は、前者を用いて測定した HOPG 試料の室温でのラマンスペクトルの磁場依存

性である。グラフェンの格子由来の1585 cm
-1付近に現れる Gピークや、2700 cm

-1付近

に現れる2Dピークの低温中や強磁場下での波数の振る舞いから、フォノン‐電子相

関に対する知見が得られるものと考えられる[1]。 

講演では Kish-graphite、CVD成長 graphene の測定データとの比較から、強磁場下デ

ィラック電子状態に関する議論を行なう。 
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図 1 室温、磁場中での HOPG のラマン散乱測定結果 

第 60 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2013 春　神奈川工科大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

27p-B5-2

01-085


